
11.  Hand 20 推奨グレード A 
Hand 20は，⽇本初の患者⽴脚型上肢障害評価尺度であり，簡単な⽂章構成にイラストと

フェーススケールを付加することで⼩児や⾼齢者にも理解しやすい特徴がある1，2）．Hand 
20は，肘関節，前腕，⼿関節，⼿指の機能的評価項⽬だけでなく，外観に関する質問を加え
た社会性評価項⽬が含まれ，全20項⽬であり，各項⽬0〜10 点で評価する．得点は，0〜100
点に換算され，3項⽬以上⽋損項⽬があるものが評価不適例である1-3）．また，短縮版のHand 
10も開発されており4），Hand 20，Hand 10ともに信頼性，妥当性，反応性も評価されてい
る2,4,5）．Hand 20は，DASHと強く相関し2,5），SF-36とは中程度の相関し，上肢機能障害評
価だけでなく健康関連QOLの重要な要素を測定できることがわかっている5）．また，Hand 
20は，様々な疾患に評価され反応性が評価されている．Hand 10は，⾼齢者においてDASH-
JSSHよりも不適切例は有意に少なく，⾼齢者にとって有⽤である4）． 
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